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世界連邦宣言自治体全国協議会は 7月 13日、東京

都武蔵野市の武蔵野スイングホールで平成24年度定

期総会を開催した。加盟自治体 16団体から首長・関

係職員・来賓ら約 30人が出席。会長の山崎善也・綾

部市長、開催地の邑上守正・武蔵野市長、来賓の中

野寛成・世界連邦日本国会委員会会長が挨拶。また、

海部俊樹・世界連邦推進日本協議会会長のメッセー

ジが伝えられた。 

山崎会長が司会を務め、事務局から平成 23年度の

事業報告と決算、24 年度の事業計画と予算の説明が

あり、承認された。また、役員体制につき、常任理

事・理事の 2 段階の種別をやめ、理事のみに統一す

ることを提案し、併せて承認された。 

加盟自治体が行い、名称に世界連邦を標榜するな

どの要件を満たした事業につき、50 万円を限度とし

て交付金を給付する「世界連邦推進事業交付金」制

度が昨年度より創設されていたが、その最初の事例

として、東京都八王子市の「平和展」に適用される

ことが報告された。 

 また、来年の総会は静岡県焼津市で行われること

が紹介された。焼津市の関係職員がさくらえび等地

元の名産物を紹介し、「これらの名産も楽しみに総会

に参加して欲しい」とアピールした。 

 総会後、中央大学教授・目加田説子(めかた・もと

こ)氏による講演が行われた。今まで自治体協議会の

総会時には特に懇親会などは行なっていなかったが、

今回は同じ会場で懇親会が行われ、意見・情報交換

を交え、和やかな時間を過ごした。 

親の仕事の関係で幼少

期をさまざまな国で過ご

した。南米ではハイパーイ

ンフレを見たり、チリでア

ジェンデ政権からピノチ

ェトの軍事政権に変わる

のを見たりして、政治によ

って市民の生活が変わる

ものだということを体験

した。カナダでは政治への

市民参加が身近なものに

感じられ、政治家や役人にならずとも世の中を変え

ることはできると感じた。 

 対人地雷禁止条約は、ボブとトーマスという、た

った二人の普通の市民が、「こういう非人道的な兵器

っておかしいよね」と思い立ち、六つの NGO に呼び

かけたことから全てが始まった。当初は、「君たちは

夢想家だ」、「非現実的だ」と言われた。これほど多

く作られ、これほど多く使われている対人地雷を禁

止できるとは信じられなかったのだ。その夢をたっ

た 5年で実現できたのである。 

 対人地雷では当時、年 2 万 4 千人が命を落として

いた。20 分に一人が亡くなる計算である。被害の合

計は核兵器や化学兵器を上回る。 

 

 

世界連邦運動協会 
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 「war culture」 と言って、戦争が続いている所

で生まれた子は“慣れっこ”になってしまう。不発

弾を拾ってきて解体し、中の火薬を取り出して魚を

採ることに使ったりする。あるいは、容器は金属で

出来ているから貴重であり、売って生活に充てたり

する 

 バタフライ・マインという、蝶の形をした地雷が

ある。これは踏むと爆発するタイプではなく、子ど

もが手にとった時、中の液体が傾いて爆発するもの

である。 

 対人地雷は人を殺すのが目的なのではなく、火薬

の量を計算して片脚だけ吹き飛ばすようにしている。

兵士が死んでしまえば、他の兵士はそのまま作戦を

続けるが、一人の兵士が片脚を失うと四人の兵士が

担架に乗せてベースキャンプに運ぶ。こうして戦力

をそぐのが目的である。 

 先進国ならば片脚を失ってもパソコンの仕事、教

員などの職業がある。が、途上国の職業はほとんど

が農業であり、手足を失うことは仕事上致命的であ

る。子どもが脚を失うと、成長につれて義足を新し

いものに換えねばならず負担がかかる。途上国では

片腕や片脚を失った人が「縁起が悪い」として追い

出されることがある。特に女性の場合、追い出され

ることが多い。 

（写真を見せながら）対人地雷禁止のキャンペー

ンのため、パリでは「shoe ピラミッド」をエッフェ

ル塔の前に作った。通常、靴は左右あわせて shoes

と複数形で使うのが普通だが、地雷で片脚を失う人

が多いということを示すために、要らない靴を片方

だけ持ってきてもらって山積みし、ピラミッドのよ

うにした。あるいは、こちらは 5ｍもある片脚のジー

ンズ、こちらは 10m ある片脚だけの赤ちゃんの像で

ある。 

小渕恵三氏はこまめに電話をかける「ブッチホン」

が有名だったが、外務大臣時代、突如私に電話をか

けてきた。外務大臣がいきなり NGO の一員に電話を

かけて話を聞こうとするのは珍しいと思う。 

対人地雷禁止条約は小渕恵三氏、クラスター爆弾

禁止条約は福田康夫氏が、周囲の反対も大きい中で

政治決断した。「政治は誰がやっても同じだ」という

人がいるが、一人の決断の重さを感じた。 

対人地雷禁止条約もクラスター爆弾禁止条約も普

通の市民が中心になって政府を動かし、実現させた。

国際政治は遠い世界の話ではなく、市民が動かして

いくことができるものなのである。 

（世界連邦宣言自治体全国協議会事務局 土田 哲生） 

 7月13日、

東京都渋谷

区 の JICA 地

球ひろばに

て、世界連邦

運動協会・東

京都連合会

の総会が行

われた。谷本真邦事務局次長の司会の下、小倉基・

都連合会長の挨拶があり、前年度会務・決算報告と

本年度活動計画案・予算案が松香光夫事務局長より

説明され、原案の通り承認された。引き続き、「動く

→動かす」の事務局長であり、アフリカ日本協議会 

国際保健部門ディレクターでもある稲場雅紀氏によ

り、「世界経済危機下で『世界の貧困解消』はどうな

る―世界の過酷化とポストMDGs―」という演題で講

演が行われた。稲場雅紀氏は、会場の参加者数名に

「あなたは今、社会のどんな点を変えたいか」とい

ったやり取りを交わした後、以下のように語った。 

2015 年までに

世界の貧困を半

減させるなどの

八つの目標を掲

げた国連ミレニ

ア ム 開 発 目 標

(MDGs)があり、今

では、子供が学校に行けるようにすること、みんな

が病院に行けるようにすること、5歳以下の死亡率を

減らすこと、妊産婦の死亡率を減らすこと、エイズ

を減らすことなどの目標が当然のごとく大事にされ

るようになっているが、以前はそうではなかった。 

世界の開発政策はほぼ 15 年周期で変化している。 

都連合が総会開催 講演には学生・若者が多く参加 
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1970-85 年はダムなどの大規模プロジェクトに投

資された。ここで途上国は膨大な債務を負った。 

1985-2000年は、上記の債務返済に力点が置かれた。

債務返済のため、「構造調整政策」と言って、緊縮財

政・民営化などが強調された。これが貧富の差の拡

大、ひいては内戦につながった。 

冷戦後の内戦(ルワンダ・コンゴ・西アフリカなど

の内戦)は、構造調整政策の失敗によるものである。 

2000年以後は、構造調整から貧困削減戦略に転換、

貧困国の債務帳消し、当事国が自立するための援助

へと転換がなされた。ここには市民社会からの声が

大きく影響した。 

まもなく、次の 15 年が来る。先進国の経済危機、

社会の保守化の中で、途上国のことが顧みられなく

なる恐れもある。ポスト MDGsに向けて今ほど市民社

会の力量が問われている時はない。 

＊「動く→動かす」：国連ミレニアム開発目標（MDGs）

を達成し、貧困問題を解決するために発足した世界

的な市民社会ネットワーク GCAP(Global Call to 

Action Against Povertyの略。ジーキャップ)の日本

版。国内の NGO・67団体が参加。 

＊最近の都連合での講演に見られる傾向だが、昔か

らの会員による参加だけでなく、非会員あるいはこ

こ 1・2年内の入会者が参加者の半数近くを占めるよ

うになった。また、この日、新たに世界連邦運動協

会に入会する者もいた。 

   （松香 光夫） 

 

 

竹島の領有権を巡り、日本政府は国際司法裁判所

に提訴しようとしている。韓国側が応じないのが残

念であるが、この件は世界連邦の必要性を理解して

もらうためにわかりやすい事例である。 

国際法を学んだ人は別として一般の人々の中には、

「一方の国が国際司法裁判所に訴えても他方が応じ

なければ裁判が行われない」というシステムを今回

初めて知って、びっくりしている人も多いのではな

いだろうか。国内の裁判と比較すればよくわかる。

殴られた人が訴えても殴った人が応じなければ裁判

ができないとか、お金を貸した人が返してもらおう

として訴えても借りた側が応じなければ裁判になら

ない、などというシステムではほとんど意味がない。 

我々世界連邦運動団体は、早くも数十年前から国

際司法裁判所の欠陥を指摘し、改革を訴え続けてい

る。運動初期の人々の先見の明に驚きと感動を禁じ

得ない。国際司法裁判所に強制管轄権（一方が訴え

たら、他方が厭でも裁判を行う権限）を与えるのが

有効な方法であるが、いきなりそこまで行うのは現

実的に困難であろう。 

そこで、「選択条項受諾宣言」を行う国を徐々に増

やしていくという方法が考えられる。現在、日本・

イギリス・カナダ・ドイツ・スイス・オーストラリ

ア・インドなど 67 カ国がこの宣言を行なっている。

「選択条項受諾宣言」を行った国同士では、一方が

訴えたら他方が厭でも裁判が行われることになって

いる（国際司法裁判所規程 36 条 2 項）。日本は、選

択条項受諾宣言国であることをもっとアピールし、

国際社会の先頭に立って宣言国を増やす努力をして

ほしい。 

戦争を無くすには何が必要か。戦争の悲惨さを語

り継ぐことももちろん大切である。が、それ以上に、

戦争によらずに紛争を解決する手段を確立していく

ことが重要である。法に基づいて紛争が解決されれ

ばこそ、力づくで相手を従わせるということが無く

なっていくのである。 

我々は、「世界法による世界平和」を合言葉に、国

家を超えたガバナンスを強化・発展させ、世界連邦

を実現することを訴えてきた。今、国際司法裁判所

が注目を集めている。この機会に、我々の主張を聞

いてもらい、共に活動する同志を増やしていこうで

はないか。            （塩浜 修） 

佐藤晴美さん：世界連邦・北海道理事・常任理事 （6月 2日）享年 82歳 

坂井積さん：世界連邦運動協会・顧問、徳島支部長・元徳島市議会議員 享年 83歳（7月 2日）P6関連記事 

土橋信男さん：世界連邦・北海道理事（7月 7日）享年 76歳 

生前の功徳を偲びお悔やみ申し上げます。 

国際司法裁判所の問題を切り口に、同志を増やそう 

おくやみ 
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世界平和の大切さ、戦争・紛争の悲惨さを子ども

達に伝える「出前平和授業」。この活動を大きく推進

する京都・大阪府支部は、さる 6月 23日、大阪市中

央区の帝国ホテル大阪で、平成 24 年度総会を開催。 

世界連邦運動協会本部の日下部禧代子理事長をお

迎えし、世界連邦日本国会委員会会長中野寛成先生

にご臨席いただき、会員ならびに世界連邦運動に賛

同の方々約 100 名のご出席をえて盛大な総会となっ

た。 

 支部長税所凉子の力強い開会の挨拶で幕開けとな

った総会では、提案の原案が承認可決された。特に

映像で紹介された「出前平和授業」は大きな感動を

呼び、今年度も実り多き実績をと、大きな期待が寄

せられた。 

 

来 賓 挨 拶 

世界連邦日本国会委員会会長  中野寛成先生 

 

 中野寛成会長は

長崎出身。被爆地出

身のひとりとして、

早くから「核のない

平和な世界」に強く

関心を寄せ、このこ

とが世界連邦運動

参加へのきっかけ

となったとの分か

りやすい話に参加

者は感銘を受けた。 

父親の郷里長崎県で生まれた中野会長は 4 歳で長

崎原爆を体験。命は助かったが家や多くの親せきを

失った。被爆者治療の医師に憧れたが、父親から「そ

れよりも原爆や戦争をなくすために政治家に」と諭

され政治家を目指すことに。中学 2 年、家業の倒産

で母の郷里大阪へ。アルバイトで家計を助けるなど

苦学を重ね、豊中高校・関西大学卒業後、豊中市議

で政治家の第一

歩を記した。 

昭和 51 年衆議

院議員初当選（36

歳）。国会議員と

なり、世界連邦日

本国会委員会に

入会、現在は同国

会委員会会長を

務めている。            総会の様子 

                 

             

基 調 講 演 「世界連邦運動の現状とこれから」 

日下部禧代子理事長 

 

大学教授と

しての活動を

機軸にした、多

岐かつグロー

バルな実績が

ユーモアを交

えて紹介され

ると、皆大いに

共感。特に、議

員時代、海部元

首相とのやりとりから現在に至るまでの数々のエピ

ソードが語られると。「さすが理事長! 」と大きな拍

手も贈られた。 

 理事長は、「国際連帯税」について強調。WFM(世界

連邦運動)が推進力となり設立した「ICC(国際刑事裁

判所)」は、国を超えて平和社会の秩序維持を脅かす

個人の犯罪を裁く機関であり、その存在意義は今も

大きい。 

 同様の趣旨で現在推進している「国際連帯税」は、

「国境を越えて展開する経済活動に課税し、途上国

向けの開発支援に活用」するものである。 

国家ではなく、国際社会自体が開発援助のための

安定財源を確保することを目的としている。この崇

高な理想に向け世界連邦が大きく寄与している現状

と未来を知り、納得。世界連邦運動への自信と誇り

を再認識することができた。 

 

         ＊ ＊ ＊ 

昼食会 

日本を代表する語り物音楽・江戸浄瑠璃新内節の

家元、新内志賀(重森三果氏)の演奏を鑑賞しながら

の優美なショータイム。しっとりとした音色に、平

和であればこそ味わえる至福の時を感じながら、ホ

テル自慢の味を楽しむことができた。 

 

出席者は、関西を中心とする各界の重鎮の方々。

名刺交換や歓談も大いにはずみ、『世界連邦運動』へ

の理解も更に大きくなったと痛感した。その表れの

一つが、総会後新入会を申し出られる方が続出した

ことであろう。これを今後の励みに精進していこう

とスタッフ一同決意した次第である。 

    （京都・大阪府支部事務局 松 美佐子） 

京都・大阪府支部平成 24 年度総会 

 基調講演 日下部禧代子理事長 「世界連邦運動の現状とこれから」 

日時 平成 24 年 6 月 23 日（土）11 時から  会場 帝国ホテル大阪 ４階牡丹の間 
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リーヴスの

本が書かれた

時期に問題に

なっている戦

争は国民国家

間の戦争だ。

だから、第二

次大戦のよう

な戦争を起こ

らないように

するためには、

国民国家の無

制限の主権を制限して、それらをより高次の世界政

府といったもののもとに統合し、単一の法の支配の

もとにおく以外にはないというのが著者の主張だ。 

 

政治家は一人残らず読んでほしい 

 

リーヴスの本に感銘を受けた一人はアインシュタ

インだった。アインシュタインは、戦火を避けてア

メリカに亡命していた核分裂関係の研究者から巨大

な破壊力を持った兵器、つまり、原子爆弾が作られ

る可能性があること、ナチス・ドイツが世界に先駆

けて原子爆弾を製造する可能性があることなどを知

った。そして、アメリカ大統領フランクリン・ルー

ズベルトの注意を喚起するため 1939年 8月 2日付け

の手紙を書いた。アメリカの原爆製造に間接的に関

与したアインシュタインが、原爆が誕生した 1945年

から死去までの 10年間、いかに人類を核戦争による

滅亡から守るかという課題に一人の世界連邦主義者

として全力を注いで取り組んだことは周知のことで

はないかと思う。 

私の持っている『平和の解剖』（1994年発行）の表

紙には、アインシュタインの著者宛の 1945 年 10 月

29 日付け手紙が印刷されている。その中に、重要な

政治家や科学者には「一人残らずこの本を読んでも

らいたい、そうすれば世界核戦争の惨禍を防ぐこと

が出来るかも知れない」といった言葉が見られる。

そのように感じたのはアインシュタインだけではな

い。そのためこの本は最後には大変な世界的ベスト

セラーになり、世界連邦運動の初期に大きな力とな

った。 

世界連邦運動が欧米で最も盛り上がったのは戦後

数年間だけだった。第二次世界大戦の記憶と核兵器

の脅威が人々の心を強くとらえていた時期である。

しかし、日本の廃藩置県の場合とは違って、世界連

邦の成立を可能にするような好条件はこの時期には

なかった。戦後の二大強国になった米ソは同盟国だ

ったが、戦後は対立が目立つようになり、東西陣営

が敵対した。冷戦たけなわの時期にはソ連の指導者

が公然と世界連邦運動を攻撃することもあり、民主

主義的な手続きによって世界連邦を成立させる可能

性はなくなった。 

 

アインシュタインの遺志受け継ぐ 

 

冷戦期に一生懸命、平和実現の道を模索した人々

の努力が非現実的なものに見えることは、世界連邦

主義者に限らなかった。冷戦期に、平和実現のため

に努力をした人としては、例えば、1952 年にノーベ

ル平和賞を受けたシュバイツァーがいる。 

シュバイツァーは 1958 年と 1960 年の二つの手紙

の中で、晩年の自分の平和活動の動機を説明してい

る。ノーベル平和賞受賞者にふさわしい生き方をす

るためという動機より、二つの手紙の両方に出てく

る1923年来の友人アインシュタインの遺志を受け継

ぐためという動機の方が、決定的だったのかも知れ

ない。 

シュバイツァーは、核実験禁止や核兵器廃絶を訴

える記事や、平和のためには何が必要かを論ずる記

事を発表し、平和アピールの共同署名者の一人にな

り、アメリカの大統領に核実験の再開を思い止まる

ように手紙を出すなどの平和活動をした。シュバイ

ツァーは戦争の根は人間の倫理、心情の発達が武器

の発達など外的な進歩に追いつかなかったことにあ

ると思った。だから、戦争を防ぐには人間精神が平

和を可能にする心情と信頼を作り出す必要があると

考えた。 そのために必要なこととして、倫理的な文

化の再建とか、彼が「生への畏敬」と呼んだ、人間

だけでなくあらゆる生命を大切にする態度などを考

えた。 

（続） 

 

本 部 と 支 部 の 動 き

6 月 23日 京都・大阪府支部総会 日下部理事長講演 

6 月 30日 岡山県支部総会 岡山シティホテル 

7 月 9-13日  WFM 世界大会 カナダ ウィニペグ 

7 月 13日 世界連邦宣言自治体全国協議会総会 武蔵野市 

7 月 14日 東京都連合会総会 稲場雅紀氏講演会 

7 月 26日 松山市戦争犠牲者平和記念追悼式 

9 月 13日 大阪なにわ支部理事会 

9 月 13日 J:COM が豊中支部について放送 

9 月 14日 本部第 2回執行理事会 衆議院第二議員会館 

10月 6日 世連ﾑｰﾌﾞﾒﾝﾄ北海道 2012 札幌市民ﾎｰﾙ 

10月 20日 四国ブロック大会 高松テルサ 3F 

11月 10日 世界連邦 21世紀フォーラム講演会 日比谷 

11月 10日 13：30 から金沢エクセルホテル東急 5 階で

石川県連合会「秋の講演会」を開催 講師：木戸寛孝

常務理事、演題：“震災復興”から見えてくる未来 
11月 29日 大阪なにわ支部総会 オーバルホール 

カナダから送る世界連邦運動への応援歌(2)－アインシュタインとシュバイツァー 

マッギル大学教授 太田 雄三   
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私は、世界連邦の思想を広めるため、地道な講演

活動を行なっている。前回も小学校での特別授業に

ついての記事を書いたが、それ以降も引き続き学校

や企業などで講演をしている。自分自身、｢これだけ

交通や情報が発達した現代において、なぜ国家とい

うものが未だ世界社会における最大の組織単位をな

し、これを超える社会システムが存在しないのか？｣

という疑問を抱き、｢世界を調整すべき役割の国連が

その力を持たず、機能不全に陥っている｣ということ

が地球規模の様々な問題解決を阻む必然的要因にな

っている事実に対して、少なくとも世界連邦運動の

視点を広めて行くだけでも意義があると考え、講演

活動をしているのである。 

ごく最近、ある高校で、大手旅行会社の近畿日本

ツーリスト社と組んで、修学旅行に国連関連機関の

見学を取り入れていただき、事前に講演を行なった。 

これはただ単に施設を見学するだけではなく、そ

こにある問題点を抽出することによって、より広い

視点で関心を持ち、意義のある見学ができると考え

たからである。講演後は、生徒からは｢国連に関する

背景がわかった｣という感想があり、教員の先生方か

らは｢修学旅行以外にも、全学年を対象に継続的に講

演を行なって欲しい｣という希望が出た。 

また、大手広告代理店の博報堂においても社員向

けの研修で講演を行なったが、これは私が TVやイベ

ントなど様々なメディア企画で広く影響力を持つ企

業こそ、国際問題と世界連邦運動というものを知り、

今後の企画に取り入れていただきたいと思ったから

である。こちらも｢飢餓や紛争などの国際問題も多少

聞いてはいたが、解決方法については考えていなか

った。今後の企画などに取り入れて行きたい｣という

声をいただき、すでに秋以降に行われる、あるフェ

スティバルに世界連邦の考えを盛り込んでいただく

お話も出ている。 

世連ムーブメント北海道 2012   
基調講演 これからの日本

─新しい世界をリードする─ 

 講師 塩浜 修 世界連邦

日本国会委員会事務局長・世界

連邦運動協会常務理事                            

世界連邦・北海道(代表 荻

野 忠則)が主催する大会です。

大会テーマは「究極の平和 世

界連邦」で、講演の後のフォー

ラムでは「世界連邦構築を急げ！─カオスから新秩

序を生み出すために─」をサブテーマとして展開。

登壇者は右記のとおり。 

・新しい世界を想う─女性の視点から─ 隆久 昌子 

(はちどりクラブ世話人) 

・混沌の現状と新しい秩序 本間 富雄（札幌学院大

学名誉教授）） 

・全人類の宗教的和解 精神文化の源流 “ともいの

ち” 荻野 忠則 (世界連邦運動協会副会長) 

日 程 平成 24年 10月 6日(土) 13:00受付 

13:30開会式・講演 14:50-16:40フォ-ラム・閉会式 

会 場 札幌市民ホール 第1会議室 (札幌市中央

区北 1条西 1丁目 電話 011-252-3700) 

参加費 1000円  ただし学生以下無料 

問い合わせ 荻野 電話 011-716-4477 

E-mail :  wfogino@ybb.ne.jp 

事務局電話 011-231-6177 

 

ユースフォーラム支部長の世界連邦講演活動 

世界連邦運動協会ユースフォーラム支部長・国連の友 Asia-Pacific委員長 

                                谷本 真邦 

 

あなたも世界連邦運動協会の会員になりませんか 
入会希望の方は、住所・氏名・電話番号・メールアドレスをお書きの上、郵送または FAXにて下記の

本部事務局へお申し込み下さい。 

世界連邦運動協会  〒110-0015 東京都台東区東上野 1-20-6丸幸ビル 3F 

電話（03）6803-2114 FAX（03）6803-2117 

□普通会員／年額 5,000円 □維持会員／年額 10,000円 □賛助会員／年額 15,000円 
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去る 7 月 2 日、我が世界連邦徳島支部長、坂井積

先生が、急逝された。享年 83歳であった。今年の四

国大会に向けた高松での会合の前日、坂井先生とご

一緒する約束であった。当日早朝ご連絡すると、「今

日は別の用があって行けん」とおっしゃった。実は、

これが坂井先生と交わした最後の会話となってしま

ったことを思うと残念この上ない。 

坂井先生と私の出会いは、平成 9 年の徳島支部再

発足時にまで遡る。当時、建設同盟と称していた世

界連邦運動協会の徳島支部は、休眠状態にあり、四

国大会は、他の 3 県輪番で開催されていた。当時四

国の組織拡大の任に当たっておられた図子武氏（現

香川県支部長 図子泰氏の父君）の肝いりで、徳島

支部再発足にこぎ着けた。 

ところが、組織瓦解中にも拘わらず、一貫して、

一人自ら世界連邦徳島会長を自称し孤軍奮闘する人

がいた。それが誰あろう坂井先生である。以来、坂

井先生が支部長を、私が事務局長を務め、今日に至

る。再発足直後、徳島で開催した四国大会は 200 名

を超える参加者をえて大盛会であった。その後平成

14 年には、徳島で「世界連邦日本大会」、また平成

17年には、「中東和平プロジェクトイン徳島」を開催

したことは周知の通りである。 

  もとより、これらの成功は、地元徳島の方々の誠

に献身的なご協力の賜に他ならないが、常にその先

頭に立ちご指導下さったのが坂井先生である。もと

より先生は政治家であった。昭和 30年の初当選から

平成 19年に退任されるまで、徳島市議会議員を歴任

すること実に 53年に及ぶ。この我が国最長不倒記録

は、空前にして絶後であろう。その彼の偉大な功績

を限られた紙幅で語り尽くすことは到底無理である。

今はただ、ご冥福を心からお祈り申しあげるばかり

である。 

グローバル・デモクラシー決議可決 

 第 26回 WFM世界大会が 7月 9日から 13日までカ

ナダのウィニペグで開催され、グローバルな民主化

のため、国連議員総会(UNPA)創設運動の支援を再確

認した。この決議は、20ヶ国を超える代議員によっ

て満場一致で可決された。 

アラブの春やオキュパイ運動などの社会的な抗議

は、現在の政治の仕組みがグローバル化に対応しき

れなくなっていることを示しており、グローバリゼ

ーションの民主化という問題を我々につきつけてい

る。 

WFMは国際刑事裁判所や、保護する責任に関するプ

ログラムを主要な活動としているが、今回は世界議

会の推進も WFM戦略の支柱として位置づけた。民主

的な力をグローバル化に振り向ける具体例である。 

 

国連議員総会の進展 

WFM(世界連邦運動)は65回目の記念日を今年迎え、

国連議員総会の設立の支持という長年に渡る政策目

標の細部について議論した。WFM世界大会では、こう

した議会は国連憲章の第22章のもとで国連総会で設

立されうるものであり、国連憲章の修正を必要とし

ない。それは段階的に進展し、はじめは各国の議員

によって選出され、その国が望めば直接選挙で選出

される。国連議員総会は国連総会と協調するもので

あり、徐々に法的な権限を伴うようになる。 

加えて世界連邦運動は、民主的透明性と責任は世

界の民主的な代表である議会の監視機関として現存

する、あるいは未来の法律に適合しなくてはならな

いという声明を出した。 

 

パネルディスカッション 

パネルディスカッションでは、ビル・ブレイキー

元カナダ下院副議長、ウォレン・アルマンド元議員

(WFMカナダ会長)、アンドレアス・ブメル国連議員総

会創設キャンペーン事務局長が登壇した。議論の中

で広く同意が得られたのは、草の根の支援がさらに

広がるべきだということであった。「歴史において

も、議会は民衆からの圧力によってのみ生まれてき

た。この圧力が起これば、世界議会は現実となる。」

と、アルマンド氏は主張した。ブレイキー氏によれ

ば「私たちは好むと好まざるとにかかわらず、すで

にグローバル・ガバナンスを手にしている。しかし

それは民主的ではない。」。ブメル氏はシアトルで

1999年 WTO(世界貿易機構)に対しての大衆の抗議で

使われたスローガンを思い起こし、「代表なくして

グローバリゼーションなし」と唱えた。パネルディ

スカッションでは続いて、著者のジョセフ・シュワ

 

坂井 積 徳島支部長の死を悼む 

                       世界連邦運動協会徳島支部事務局長  宮崎 太 

 

 WFM 世界大会がグローバルな民主化へ支援をさらに強める 
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ルツバーグ氏が直接「世界議員総会の創設：革新的

な旅」についてプレゼンテーションを行なった。 

グローバル・デモクラシーと国連議員総会の主要

な提唱者の一人であるアルゼンチンの元議員フェル

ナンド・イグレシアスは、ジェイムズ・クリスティ

の後を受けて、WFMの新しい議長として選ばれた。WFM

会長はカナダの元外相、ロイド・アクスワージー氏

である。 

WFM世界大会の最終セッションで、WFMは最近公表

されたグローバル・デモクラシーのためのマニフェ

ストに賛同した。 

             （訳 阿久根 武志） 

関連記事 

http://en.unpacampaign.org/news/638.php 

マニフェスト 

http://globaldemocracymanifesto.wordpress.com/

english-2/ 

解説 

UNPAキャンペーンのアンドレアス・ブメル事務局

長は、この5年で同プロジェクトを昇格させました。

国連安全保障理事会は常任理事国が拒否権を持って

おり、国連をどう民主化するかが長年議論されてお

りますが、この国連議員総会設立運動は国連を民主

化する上で、各国で働きかけやすい運動だと言えま

す。みなさんもどうか趣旨に賛同いただけたら、ご

署名の上、地元選出の国会議員の方に呼びかけてく

ださい。世界連邦日本国会委員会の国会議員の方々

は是非ご署名くださいますよう、よろしくお願いい

たします。 

宣言文の日本文 

http://en.unpacampaign.org/appeal/index.php?id

=jp# 

日本で署名した方達の一覧 

http://en.unpacampaign.org/appeal/support/all_

JP_0.php 

登録はこちら 

http://en.unpacampaign.org/endorse/ 

現在、世界で約 5000 名の署名が集まっています。 

日本からも力強い支援を送りましょう。 

※署名は英語ですので、注意書きをご覧ください。 

注意書き
http://www.wfmjapan.org/images/unpacaptions.pdf 

 

8月 10日、「社会保障の安定財源の確保等を図る税

制の抜本的な改革を行うための消費税法等の一部を

改正する等の法律案」が国会で可決・成立した。 

その第7条では「具体化に向けてそれぞれ検討し、

それぞれの結果に基づき速やかに必要な措置を講じ

なければならない。」として、諸施策をあげている。

また、その第七号では「国際的な取引に関する課税

については、国際的な租税回避の防止、投資交流の

促進等の観点から必要に応じて見直すとともに、国

際連帯税について国際的な取組の進展状況を踏まえ

つつ、検討すること。」と明記している。 

国際連帯税の検討については既に政府税制大綱な

どの中で明記されていたが、法律の文言で明記され

たのは今回が初めてである。わが団体は 3月 15日に

海部俊樹・世界運動協会会長や中野寛成・世界連邦

日本国会委員会会長を中心に、野田佳彦総理大臣に

このテーマで政策提言が行われるなどの努力をして

きており、わずかながら着実に前進している。 

 

社会保障の安定財源の確保等を図る税制の抜本的な

改革を行うための消費税法等の一部を改正する等の

法律案 

http://www.shugiin.go.jp/itdb_gian.nsf/html/gi

an/honbun/houan/g18005072.htm 

第 5回世界連邦実現に関する政策提言 

http://www.wfmjapan.org/images/5thproposal2012

0315.pdf 

                      （塩浜 修） 

 

国際連帯税の検討  法律に明記 

 

編集後記 ☆ようやく朝夕、秋の気配になりました。世界連邦運動とは何かをわかりやすく伝える仕組み

を考案中です。ご期待ください。（阿久根）☆編集委員が取材できた行事だけでなく、多くの支部からのさ

まざまな情報を載せたいと思います。皆様からの投稿をお待ちしております。次号(11 月 28 日号)掲載分

につきましては、10 月末日までにご投稿をお願いします。（塩浜）☆ニュースレター編集中に政府が尖閣

列島を国有化した。当たり前のように中国側が猛反発した。平和を考える格好の材料だが、もう原稿を差

し替えられないのが残念だ。一言「相手国をそしる愛国心が一番危険」なのだ。（伴） 
                                                   


